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事事業業名名：： ベベトトナナムム国国チチャャビビンン省省ににおおけけるる口口腔腔ケケアアププロロジジェェククトト

実実施施主主体体：： 一一般般社社団団法法人人 日日本本口口腔腔ケケアア学学会会
対対象象国国：： ベベトトナナムム社社会会主主義義共共和和国国
対対象象医医療療技技術術等等：： 学学校校健健診診制制度度

事事業業のの背背景景

ベトナム社会主義共和国では、公立の小学校において、日本の学校歯科保健に相当
する制度がありません。

定期的、経年的な学校歯科検診が行われていないため、歯科疾患の有病率の把握が
できておらず、口腔衛生指導も行う機会もありません。また現地の歯科医師自身も学校
歯科検診を行った経験がなく、歯学部での口腔衛生指導に関する教育も行われていま
せん。チャビン省人民委員会よりの要請に基づき、日本で行われている学校歯科検診
に関する技術移転を実施することとしました。

事事業業のの目目的的

ベトナム チャビン省において、これまで30年間の同国への医療協力の経験をもとに、
日本の学校歯科保健をベトナムに適したシステムを国立チャビン大学歯学部に技術移
転し、経年的な歯科検診と口腔衛生指導を実施し感染予防に力点をおいた公衆衛生の
向上を目指します。3年間に渡りチャビン大学歯学部への支援事業を行い、それ以降は
チャビン大学歯学部が自立して事業継続できるよう、本公衆衛生事業を通じて社会貢
献ができる歯科医師を育成します。また事業を通じて学校歯科保健制度をベトナム国
内全ての歯科大学に周知します。 1

　本事業の背景と目的です。

　「ベトナム国チャビン省における口腔ケアプロジェクト」について報告します。

　ベトナムでは、公立の小学校において日本で実施されている様な学校歯科検診の制度はありません。そして、定期的・経年
的なデータがないため、歯科疾患の有病率の詳細を把握ができていません。現地歯科大学では公衆衛生や予防歯科に関する教
育はほとんどないため、児童に対する口腔衛生指導も行われていません。

　私達は日本の学校歯科検診と口腔衛生指導の技術移転を実施することで、小学校の児童から各家庭まで感染予防に力点をお
いた公衆衛生の向上を目指します。また、チャビン大学歯学部学生への公衆衛生、予防歯科へ分野への支援を行い、将来歯科
医師になってから社会貢献ができる歯科医師を育成します。

　2020 年 2 月にプロジェクトは発足しましたが、COVID-19 の影響を受け計画は遅れています。2021 年 6 月に 1 回目の歯科
検診を実施することができました。口腔衛生指導は COVID-19 の再拡大により実施することができませんでした。

　今年度は 6 月に 2 回目の歯科検診と、10 月・2 月に初めての口腔衛生指導を実施しました。
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実実施施体体制制

研研修修目目標標

2

①口腔衛生指導の内容をチャビン大学歯学部教員・学生に理解してもらう
②口腔衛生指導の実技についてチャビン大学歯学部学生に技術移転する
③チャビン市小学校の生徒が、学校歯科保健健診を通じて、口腔衛生指導
の内容を理解し、自ら口腔ケアを実施できること

　実施体制は図に示す通りです。

　チャビン省人民委員会を中心に、チャビン大学歯学部の歯科医師である教員 26 名と、歯学部　学生 422 名をプロジェクト協力
者として、日本側からは私をふくめた指導者（歯科医師）5 名の派遣を行い、年に 1 回の歯科検診と 2 回の口腔衛生指導をチャビ
ン省チャビン市の全小学校 17 校で実施しました。
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令令和和4年年 5月月 6月月 7月月 8月月 9月月 10月月 11月月 12月月 1月月 2月月

1年間の事業内容

3

準備調整

口腔ケア
指導

オンライン
研修

チャビン大学と口腔衛生指導実施スケジュール調整

チャビン大学歯学部教員・学生とチャビン市小学校を訪問して口腔衛生指導

学校歯科検診 診断基準の研修、検診記録の実習、検診結果の集計

　1 年間の事業内容です。

　COVID-19 の影響がまだ残っていたため、Web 会議を中心に事前準備を行いました。

　実習には医療法人大伸会からハノイに勤務する幾島歯科医師をチャビンに派遣し、実習を行いました。

　検診結果の集計は、チャビン側で問題なく行うことができました。

　10 月と 2 月の口腔衛生指導には日本から 5 名の専門家（歯科医師）を派遣し、指導内容の確認、改善点のブラッシュアップ
を行いました。
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4

検診及び指導風景

　小学校で実施した歯科検診と口腔衛生指導の様子です。

　チャビン大学歯学部の学生にとっては初めての経験になりますが、事前準備の甲斐もあり、全員がしっかりと口腔衛生指導を行
うことができました。

　小学校によっては教室がなく外で実施することがありましたが、今後はスケジュール調整で教室内で行えるように徹底していき
ます。

　改善点は多くありましたが、一連の流れを計画通りに実施することができ、来年度以降のベースとすることがきました。
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5

プロジェクト期間中

指導終了後、チャビン大学歯学部でプロジェクトの
担当先生（歯科医師）と「事業目標」について打ち合
わせを実施

口腔衛生指導についての総括会議
チャビン大学及び歯学部の各担当者と実施

　プロジェクト期間中は、チャビン大学歯学部の先生と毎日ミーティングを行いました。

　Web 会議が中心であったため、訪問している時に対面でのコミュニケーションを行い、お互いの考えについて理解を深めま
した。

　歯科検診、口腔衛生指導のプログラムが終了したら、チャビン大学にて総括会議を行っています。

　会議には歯学部以外に、チャビン大学学長や関係者が出席して行われました。
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今年度の成果指標とその結果

アアウウトトププッットト指指標標 アアウウトトカカムム指指標標 イインンパパククトト指指標標

実施前の計
画

①口腔衛生指導の内容
を教員、歯学部生ともに
100％理解
②口腔衛生指導の実技
を歯学部生80％できる
③口腔衛生指導の内容
を小学校低学年が60％
理解し実施できる

④口腔衛生指導の内容
を小学校高学年が80％
理解し実施できる

①教員が事業を完全に理
解し、歯学部生に100％指
導できる

②歯学部生の各チーム
リーダーが、チームメン
バーに80％指導する能力
が備わる

③検診集計は次年度の日
本人サポートが無くても実
施できるレベル到達する

①本事業により、チャビン省の小
学生のみならず家族にも口腔衛
生の啓蒙ができ、地域全体の口
腔衛生が改善

②公衆衛生活動を通して社会貢
献できる歯科医師を産出する

③卒後、ベトナム国内の各地域
で本事業を実施するリーダーと
なる

実施後の結
果

①口腔衛生指導の内容
を教員、歯学部生ともに
100％理解
②口腔衛生指導の実技
を歯学部生80％できる
③口腔衛生指導の内容
を小学校低学年が60％
理解し実施できる

④口腔衛生指導の内容
を小学校高学年が80％
理解し実施できる

①口腔衛生指導の内容を
教員、歯学部生ともに
100％理解できた。
②口腔衛生指導の実技を
歯学部生が90％できた。
③検診集計は次年度の日
本人サポートが無くても、
教官の管理下で実施でき
るレベル到達する。

本事業により、チャビン省の小学
生のみならず家族にも口腔衛生
の啓蒙ができ、地域全体の口腔
衛生が改善

・公衆衛生活動を通して社会貢
献できる歯科医師を産出する

・卒後、ベトナム国内の各地域で
本事業を実施するリーダーとな
る

6

　今年度の成果指標とその結果です。

　今回、口腔衛生指導を 2 回行ったことで、チャビン大学歯学部の学生達は、具体的に何を行うのか理解が進んだようです。

　事業の内容については通して理解することができたので、今後は下の学年に対する教育がスムーズに行えるかを引き続きサ
ポートしていきます。

　小学校の児童に対する口腔衛生指導の理解度、実施度については来年度以降の学校歯科検診から効果を測ります。
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健健康康向向上上ににおおけけるる事事業業イインンパパククトト

l 事業で育成した保健医療従事者（延べ数）

• 対象国ベトナムで指導（講義・実習）を受けた研修員の合計数

• 1回目（口腔ケア指導） 350名

• 2回目（口腔ケア指導） 350名

• オンライン研修で指導（講義・実習）を受けた研修員の合計数

• 1回目（健診結果の集計） 350名

• 2回目（健診結果の集計） 350名

• 延べ研修員合計 1,400名

（＊） 研修員（チャビン大学歯学部 教員、学生）

今今年年度度のの対対象象国国へへのの事事業業イインンパパククトト

7

　健康向上における事業インパクトについてです。

　実施した内容の成果については、翌年度以降の検診結果にあらわれます。

　現時点での成果としては、チャビン大学歯学部の学生が講義・実習を通じ理解し、歯科検診・口腔衛生指導を実施すること
ができたことです。

　今後は、講義の内容を改善し、また講義・実習をチャビン大学歯学部の教員を中心に行なっていいける様にしていきます。
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今今後後のの課課題題

ここれれままででのの成成果果

⼩学校の先⽣、チャビン⼤学⻭学部の教員および学⽣、また⼩学校の児童
と保護者に、年に1度の⻭科検診と年に2回の⼝腔衛⽣指導が周知されまし
た。
チャビン⼤学⻭学部の学⽣が主体となって⻭科検診と⼝腔衛⽣指導を実施
することができました。
保護者や⼩学校の先⽣の期待値は⼤きく、とても協⼒的に対応してくれて
います。指導の回数を増やす要望も保護者から頂きました。
チャビン⼤学⻭学部の教員および学⽣は本事業の重要さを認識するように
なりました。
⼝腔内の状況でどのような変化が今後起こっていくのか継続的に⾒ていき
ます。

ベトナムチャビン省、チャビン⼤学が主体的に⾃分たちで事業活動を継続
していけるよう担当者と教員の理解⼒を向上を⽬指します。
⼦ども達にとってベトナムにおける効果的な⼝腔衛⽣指導⽅法を構築して
いく必要があると考えます。

8

　これまでの成果と今後の課題です。

　口腔衛生指導を視察している時に、小学校教員、児童の保護者、歯学部学生に対しインタビューを行いました。

　小学校教員と保護者からは、本事業にとても期待をしているとの声をたくさん頂きました。また、できる限り協力するとの
意見も多く聞けました。

　専門家にとっては当たり前のことでも、初めて経験する側にとっては不安が多く、大抵は反対意見が多くなります。しかし、
インタビューを聞く限りでは小学校側も保護者側も歓迎しており、とても協力的でした。これは、本事業を成功させる上でと
ても重要なことと捉えてます。

　また、歯学部学生にからも、やっていて楽しい、この取り組みはとても大切だとの意見が聞けました。数字には表せられな
い成果ですが、この成果を無駄にしない様に、来年度以降の学校検診の結果に結びつけていきます。

　今後の課題は、チャビン省及びチャビン大学が主体的に自分達で活動を継続していけるように、担当者と教員の理解力を向
上させることです。

　そのためにも、小さな成果をしっかり説明できるように結果を解析し、丁寧に説明を行なっていきます。
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将来の事業計画
・展開推進事業の目的に照らして、将来の事業計画が見込まれれば記載して下さい。
「我が国の医療制度に関する知見・経験の共有、医療技術の移転や高品質な日本の医薬品、医療機器の国際展開を推進し、日本の医療分野の成長
を促進しつつ、相手国の公衆衛生水準及び医療水準の向上に貢献することで、国際社会における日本の信頼を高めることによって、日本及び途上国
等の双方にとって、好循環をもたらす。」

①,来年度以降は、チャビン大学が主体となり検診、指導の教育ができるかをサポートする。

②,ベトナムの児童に合った口腔衛生指導に改善し、より効果的な内容にしていく。

③,学校歯科検診でう蝕や歯肉炎の有病率を減少させ、口腔衛生指導と学校歯科検診の有効性を
チャビン省に示す。

④,チャビン市からチャビン省全体へ事業を拡大していく。①、②は継続して実施。

⑤,③と同様に有効性を示し、チャビン省全体で継続して行う事業にしていく。

⑥, チャビン省の成果を基に、ベトナム全国へ事業を拡大できるようにしていく。

9

　将来の事業計画です。

　チャビン市の小学校で始まった学校歯科検診・口腔衛生指導から有効性を示し、チャビン省全体の小学校、さらにはベトナ
ム全国へ広げていけるように計画しています。

　全国から集まるチャビン大学歯学部の学生達は、卒業後に歯科医師になってから全国各地で勤務します。

　卒業生は 10 年すれば 600 人近くになります。卒業生が、将来全国に事業を広げる際に各地域でのリーダーになれるように、
本事業を通じて大学をサポートしていきます。


